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巡回展「日本の生物多様性とその保全」 実施報告書 

 

記入日：令和 4年 5月 23日 

 

館名・団体名  港区立みなと科学館 

部署・担当者氏名  教育普及チーム 河野由佳 米谷夏樹 

 

１．開催概要 

開催期間 

令和  4年  3月  25日（ 金 ） ～ 令和  4年  5月  8日（ 日 ） 

開催日数：   43日（休館日を除いた日数をご記入ください） 

展示会場広さ （展示会場平面図があれば、別途添付してください） 

約     343 ㎡ 

開催の様子 （写真） ※頁数が増えてもかまいません 
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里山で見られる代表的な昆虫や近年減

少している昆虫の標本を展示 

世界の生物多様性の保全や自然

環境の調査ついて映像で紹介 

「生物多様性を守るために自分にできること」をテーマとした、来館者からのメッセージを募

集と展示 

港区の生物多様性やその保全の取り組みに関する紹介コーナーの設置 
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２．開催にあたって 

開催までのながれ （設営・撤去における対応スタッフ数） 

  令和 4年 3月 18日 展示物搬入 

令和 4年 3月 24日 ～ 令和 4年 3月 24日 設営（ 4 人） 

令和 4年 3月 25日 ～ 令和 4年 5月 8日 開催 

令和 4年 5月 9日 ～ 令和 4年 5月 9日 撤去（ 4 人） 

令和 4年 5月 10日   展示物搬出 

内容および運営上の工夫があればご記入ください 

 国立科学博物館巡回展「ダーウィンを驚かせた鳥たち」と併せての開催とした。 

 独自に追加した展示コーナーも含めて一つの企画展として一体感を出せるよう、コーナー

ごとに紹介パネルを作成した。 

 港区の生物多様性や生物多様性を守る取り組みについて紹介するコーナーを設置し、身

近な地域の自然環境に目を向けていただくきっかけとした。 

 里山の生物多様性パネルにあわせて、里山の昆虫標本を独自に設置した（協力：むさしの

自然史研究会）。 

 生物多様性をより身近に捉え、来館者とともに作る展示として、「生物多様性を守るために

自分にできること」をテーマとしたメッセージを募集し、展示した。 

 世界の生物多様性の保全や自然環境の調査研究についての映像を上映した（協力：公益

財団法人世界自然保護基金（WWFジャパン））。 

展示物に対する来場者の反応はどうでしたか 

 多くの方が熱心にパネルの内容を読んでいる様子だった。 

 「国立科学博物館でこのような保全活動がされていることをこれまで知らなかった」などの

来館者からの声があった。 

 来館者アンケートからも、「干潟の今昔やシカが日本の生態系を破壊することが印象に残

っている」等の意見があった。 

 展示コーナーで募集したメッセージには、「ゴミを減らす」「動植物が生息しやすい環境をつ

くる」「生きものを大切にしたい」などの多くのメッセージが集まり、来館者それぞれに生物

多様性を守るために自分ができることについて考えていただくことができた。 

 

３．広報について 

広報方法（チラシ等のデータがあれば、別途添付してください） 

 みなと科学館公式 HPへの掲載（イベントページ及び、トップページでの表示）

https://minato-kagaku.tokyo/ 

 みなと科学館企画展特設サイトへの掲載 https://sp.minato-kagaku.tokyo/ 

 みなと科学館の Twitterでの配信 @minato_kagaku 

 チラシ及び、ポスターの作成配布（港区立小中学校、港区内私立中高、区立施設、港区ミ

https://sp.minato-kagaku.tokyo/
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ュージアムネットワーク、港区観光協会、港区内学習塾、企画展関係者様へ配布） 

 神谷町駅、虎ノ門ヒルズ駅への広告掲出 

 PR TIMESをつかったニュースリリースの配信（2回） 

 港区広報誌「広報みなと」港区教育委員会広報誌「ひろば」、港区の区内掲示板での掲

載、港区 LINEでの配信 

 

＊この報告書やチラシ、写真は国立科学博物館の webにて紹介させていただく予定です。  






